
 

 

2022年 5月 13日  

 

各  位 

会 社 名 ユ ニ チ カ 株 式 会 社 

 代表者名 代 表 取 締 役 社 長  上埜 修司 

(コード番号 3103 東証プライム) 

問合せ先 経 営 企 画 部 長  森田 誠宏 

(ＴＥＬ 06－6281－5695) 

  

 

業績予想値と実績値との差異、営業外収益（為替差益）及び特別損失 

（事業用資産の減損損失及び貸倒引当金繰入額）の計上に関するお知らせ 

 

当社が 2021 年 11 月 9 日に公表しております通期の連結業績予想値と、本日公表の実績値に差異が生

じましたのでお知らせいたします。 

また、2022年 3月期において、営業外収益（為替差益）及び特別損失（事業用資産の減損損失及び貸

倒引当金繰入額）の計上を行うこととしましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

1． 業績予想値と実績値の差異について 

① 2022年 3月期通期連結業績予想数値と実績値の差異（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2021年 11月 9日発表） 

 

116,500 

 

6,600 

 

5,400 

 

4,000 

円 銭 

63.80 

実績（Ｂ） 114,713 6,005 6,399 2,223 33.32 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,786 △594 999 △1,776  

増減率（％） △1.5 △9.0 18.5 △44.4  

（ご参考）前期連結実績 

（2021年 3月期） 
110,375 6,018 5,381 3,864 61.44 

 

② 差異の理由 

通期の連結業績につきましては、新型コロナウイルスの変異株の流行拡大期における企業の生産活

動や個人消費が抑制されたことにより売上高が予想値に比べ減少し、さらに、原料価格及びエネルギ



ーコストの高騰が進んだことにより営業利益が減少しました。また、急激な円安ドル高への為替変動

に伴い為替差益を計上したため経常利益が増加したものの、事業用資産の減損損失の計上などの特別

損失が発生したため、親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想を下回ることとなりました。 

 

2．営業外収益（為替差益）の計上について 

急激な円安ドル高への為替変動に伴い、2022年 3月期におきまして連結決算で 1,420百万円、個

別決算で 1,368百万円の為替差益を計上いたします。 

 

3．特別損失の計上について 

① 減損損失の計上について 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社及び当社グループが保有する固定資産につ

いて将来の回収可能性を検討した結果、機能資材事業セグメントに属する当社産業繊維事業部及

びタイの連結子会社の THAI UNITIKA SPUNBOND CO., LTD. （タスコ）が保有する固定資産

について、連結決算で 2,169百万円、個別決算で 865百万円の減損損失を計上いたします。 

 

② 貸倒引当金繰入額の計上について 

減損損失を計上したタスコのほか業績の悪化した連結子会社の貸付金に対して貸倒引当金を計

上するため、個別決算において 2,015百万円の貸倒引当金繰入額を特別損失として計上いたしま

す。なお、個別決算における当該損失は連結決算上消去されるため、連結財務諸表に与える影響

はありません。 

 

 

以  上 


